
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

口腔外科専門研修コース（大森） 

 

募集定員                             

若干名 

 

コースの特徴                           

 2007 年に超高齢社会となった本邦では、歯科疾患を抱える患者が他の疾患を合併していないとは限

らない。健常者だけを診療して成り立つ歯科医療の時代は終わりを迎え二度と戻ることはない。しかし

多くの疾患を抱えた患者に対し、適切な治療を安全に行うことが出来る歯科医師の養成は十分に果たさ

れていないのが現状である。本後期臨床研修コースは、日本口腔外科学会認定口腔外科認定医・専門医

として、口腔の疾病に対する専門的な知識と技能に裏付けされた的確な診断と治療および、他科（医科）

との連携が安全にかつ円滑に遂行できる能力を養成することを目標としたものである。履修者が将来口

腔外科専門医として自立を目指すうえでも、開業歯科医師として診療を実践するうえでも基盤となる知

識を前提とした医療技術の習得が出来るコースとなっている。 

 後期臨床研修一年目では、指導医のサポートの上で患者の疾患や全身状態を把握したうえで、患者固

有の配慮事項を整理し、自ら治療計画を立案した上で、担当医として実際に治療を行う手技までを身に

つけることを第一の目標とする。二年目以降は、それらの習熟度を高め、より難易度の高い手技の経験

を積みながら、それらの経験を症例報告として口腔外科関連学会にて発表、筆頭著者として論文投稿す

るなど、認定医資格の取得を目指す。 

本研修コースで経験できる主な症例は、口腔がん治療、顎変形症・外傷治療、炎症治療、歯科インプ

ラント治療、顎関節治療、栄養・摂食・嚥下障害の専門的チーム医療、口腔ケア、有病高齢者・地域歯

科医療である。 

研修カリキュラム 

１年目  

病院名・診療科 

東邦大学医療センター大森病院 口腔外科 

研修期間 

１年間 

修得内容 

医療者として主体的に患者と接するための接遇を身につける。 

観血処置に配慮の必要な患者の診療を通じて、診断、治療計画、治療の実施、容体の評価、紹介医との

連携を一連の流れとして習得する。 

担当医として、口腔外科入院患者の病棟管理を通じて入院から退院までの治療を経験する。 

全身麻酔手術に参加し、助手、執刀医としての技術を習得する。 

周術期等口腔機能管理を実践する。 

他科入院・外来患者の治療を通じてチーム医療の流れを把握する。 

 

２年目以降  

病院名・診療科 

東邦大学医療センター大森病院 口腔外科、ふれあいグループ関連施設、連携診療所など 



研修期間 

１年間～ 

修得内容 

主治医として、全身麻酔症手術、病棟管理、退院までの治療を経験する。 

全身麻酔手術の執刀医として、症例を重ねる。 

自経例を学会で症例報告として発表する。 

認定医資格を積み重ねて取得する。  

 

また、履修者の意欲と能力に応じて、以下の項目について専門的に履修することも考慮する。口腔がん

治療(手術、がん薬物療法や支持療法、緩和治療)、顎変形症・外傷治療、炎症の治療(骨髄炎・MRONJ)、

人工歯根（インプラント）・骨造成手術、顎関節治療、NST・嚥下障害対策チームに参加して栄養・摂

食・嚥下障害の専門的治療、口腔ケア（ＲＳＴ・嚥下・周手術期・化学療法）、有病高齢者・地域歯科

医療 

 

週間予定 

東邦大学医療センター大森病院(水曜日を含む週 3.5 日＋土曜日(交代制)勤務) 

  月曜日 病棟・外来・外来手術・周術期センター 

  火曜日 病棟・外来・外来手術・周術期センター 

  水曜日 全身麻酔手術・病棟・外来・外来手術・周術期センター・ＲＳＴ回診 

PM 17:00 医局会、総合（入院・手術・症例）カンファレンス(適宜抄読会を含む)、放

射線カンファレンス、周術期カンファレンス、薬剤・材料企業説明会 

木曜日 病棟総回診・病棟・外来・外来手術・周術期センター・摂食嚥下対策チーム回診（栄養治

療センター） 

金曜日 病棟・外来・外来手術・周術期センター 

土曜日 （交替制）病棟・外来 

  不定期 がん口腔機能管理部門（がんセンター） 

 

教育関連病院・施設 

連携研修歯科診療所                      幹事     森村  真、寒河江 孝 

ふれあいグループ 茅ヶ崎中央病院歯科  歯科医師   関谷 秀樹、福井 暁子 

コースの実績 

令和元年度 1名 日本口腔外科学会認定医取得 

1 名 教育関連病院へ移動（みなと赤十字病院） 

令和２年度 1名 採用（本学） 

      2 名 院内助教（シニアレジデント）へ昇格 

令和４年度 1名 助教（任期）へ昇格 

令和５年度 1名 採用（本学） 

      1 名 日本口腔外科学会認定医取得 

令和 6 年度 1名 日本口腔外科学会認定医取得  

      1 名 採用（本学） 

 



学位・大学院と海外留学について 

学位取得：連携病院（鶴見大学大学院歯学研究科）に出向して取得可能、他。 

     社会人大学院として、他科にて学位取得可能。 

 

評価及び修了認定 

研修指導責任者が指導医の評価表を参考に基本的知識と理論的な診断・治療を実践し、自らの限界と他

科（医科）との連携、地域医療連携の仕組みについて適切に理解しているかどうかを総合評価する。口

腔外科認定医取得をもって研修認定の最終判断とする。 

 

認定医・専門医の取得等 

 

学会等名 日本口腔外科学会 

資格名 口腔外科専門医 

資格要件 

６年以上学会会員であり、学会認定または関連研修施設で６年以上の臨床経験を有

し、一定の書類審査に合格した後、学会の定める専門医試験（筆記、口頭、手術実

地試験）に合格したもの。 

 

学会等名 日本口腔外科学会 

資格名 口腔外科認定医 

資格要件 

２年以上学会会員であり、学会認定または関連研修施設で２年以上の臨床経験を有

し、一定の書類審査に合格したもの。後、学会の定める認定医試験（筆記など）に

合格した者。 

（sub-speciality）  

 日本顎顔面補綴学会 認定医 

 日本摂食嚥下リハビリ学会 認定士 

 日本栄養治療学会 認定歯科医 

 日本口腔ケア学会 ３、４、５級認定 

 日本口腔科学会 認定医 

 インフェクションコントロールドクター（ICD） 

 

〈問い合わせ先〉 

東邦大学医療センター大森病院 口腔外科 

医局長：高橋 謙一郎または診療責任者：関谷 秀樹 

 

 

令和 9 年度版 


